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教材における正誤のお知らせ 

このたび教材につきまして、下記の正誤が発見されました。受講生の皆様にはご迷惑を

おかけしました。誠に申し訳ございませんでした。お手数ではございますが、ご修正の上ご

使用くださいますようお願い申し上げます。 

末筆ながらスタッフ・講師一同、皆様の合格を心より祈念しております。 

 

 正 

過去問集・民法

P.436問題 202 

問題を差替え 

 相続に関する次の記述のうち、民法の規定および判例に照らし、妥当

なものはどれか。 

 

１ 系譜、祭具及び墳墓の所有権は、被相続人の指定に従って祖先の祭

祀を主宰すべき者があるときを除き、慣習に従って祖先の祭祀を主宰

すべき者が承継する。 

２ 相続人は、相続開始の時から、一身専属的な性質を有するものを除

き、被相続人の財産に属した一切の権利義務を承継するが、不法行為

による慰謝料請求権は、被害者自身の精神的損害を填補するためのも

のであるから相続財産には含まれない。 

３ 相続財産中の預金債権は、分割債権であるから、相続開始時に共同

相続人に対してその相続分に応じて当然に帰属し、遺産分割の対象と

はならない。 

４ 相続開始後、遺産分割前に共同相続人の１人が、相続財産に属する

財産を処分した場合、当該財産は遺産分割の対象となる相続財産では

なくなるため、残余の相続財産について遺産分割を行い、共同相続人

間の不公平が生じたときには、別途訴訟等により回復する必要があ

る。 

５ 共同相続人は、相続の開始後３か月を経過した場合、いつでもその

協議で遺産の全部または一部の分割をすることができる。 

以 上 


